
５ 主な事業 
 
  本市教育委員会では、各施策を推進するため、以下に掲げる事業に取組ん

でいきます。 
 

【凡例】新規  平成２２年度までにはない新たな事業 

拡充 平成２２年度までにはない事項が新たに加わる事業 
 
 
 

 (1) 施策別事業名一覧 

     

 施策１ 郷土に対する愛着と理解を深め、国際化に対応し、未来に目を向ける素養を育みます 

  郷土学習 P１６ 

 給食で知る なごやの魅力 P１６ 
 博物館・美術館における常設展・企画展 P１７ 
 英語によるコミュニケーション能力の育成 P１７ 
 高校生の海外派遣事業 P１７ 
 海外演奏家等による音楽鑑賞 P１８ 
 姉妹友好都市児童生徒書画展 P１８ 
 環境学習ウィーク・トライ＆アクション P１８ 
 エコ・フレンドシップ事業 P１８ 

 施策２ 基礎基本を着実に身に付け、個に応じて学力を伸ばすとともに、創造性あふれる心を育みます

  基礎学習・発展学習 P１９ 
 少人数教育 P１９ 

 学力向上支援事業 P１９ 
 国語力向上推進事業 P１９ 

 幼稚園教育指針に基づく市立幼稚園づくり P２０ 
 幼稚園教育のあり方の研究 P２０ 
 特色ある市立高等学校づくり P２０ 
 海外演奏家等による音楽鑑賞 再掲 

 博物館・美術館・科学館における学校教育との連携強化 再掲 

 
施策３ 人権を大切にし、お互いを認め合う心と、社会の一員として生きるための規範

意識や自覚を育みます 

  人権教育 P２１ 
 夢・チャレンジ支援事業 P２１ 

 教育祭開催の支援 P２２ 
 ふれあいフレンドの派遣 P２２ 
 キャリア教育 P２２ 
 情報モラル教育 P２２ 

 交通安全教育 P２３ 
  幼稚園心の教育推進プラン子育て支援事業 P２３ 
  青少年交流プラザ（ユースクエア）における事業推進 P２３ 
  私立幼稚園預かり保育補助事業 再掲 

  私立幼稚園親と子の育ちの場支援事業 再掲 

  あい・あい・あいさつ活動推進事業 再掲 

 施策４ 望ましい生活習慣を身に付けるとともに、生涯にわたって健康に過ごすための心身を育みます

 なごやっ子の体力アップ推進事業 P２４ 
 望ましい生活習慣の育成 P２４ 

  部活動の振興 P２５ 
  地域ジュニアスポーツクラブの設立支援 P２５ 
  親学 再掲 

 
施策５ 夢や目標の実現のために、生涯にわたり、あらゆる機会と場所で学び続ける意欲と

習慣を育みます 

  トライアルサタデー講座 P２６ 
  子ども読書活動 P２６ 

新規 

拡充 

拡充 

新規 
拡充 

「なごやっ子」としての資質を育む“学び”の提供 

新規 
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  博物館・美術館・科学館における子ども向け教育普及事業 P２７ 
 博物館・美術館・科学館における学校教育との連携強化 P２８ 

     

 施策６ 誰もが楽しく通うことのできる学校づくりを進めます 

  特別支援教育 

  特別支援学級の設置 P２９ 
 特別支援学校高等部における就労支援 P２９ 

  特別支援教育のための専門家チームの派遣 P３０ 
  特別支援教育の教員研修・教育相談・就学相談 P３０ 
  発達障害対応支援講師の派遣 P３０ 

 発達障害対応支援員の派遣 P３０ 
  発達障害のある児童生徒への支援 P３０ 
  学校生活介助アシスタントの派遣 P３０ 
  いじめ・不登校対応 

  不登校対応支援講師等の配置 P３１ 
  子ども適応相談センターでの不登校対応事業 P３１ 
  ハートフレンドなごやでの相談事業 P３１ 
  スクールソーシャルワーカー活用事業（訪問相談） P３２ 
  幼小・小中連携の取組 P３２ 

 旧六反小学校を活用した不登校対応の私立中学校の誘致 P３２ 
  いじめ・問題行動等防止対策事業 P３２ 
  多文化共生 

 日本語教育が必要な児童生徒への対応 P３３ 
  帰国児童生徒教育 P３３ 
  外国語版小学校就学案内等による就学支援 P３３ 
  小規模校対策 

 小規模校対策 P３４ 
 施策 7 快適に学ぶことのできる学校づくりを進めます 

  安心・安全で快適な教育環境整備のための改築・改修 P３５ 
  校庭・園庭の芝生化 P３６ 
  過大規模校解消のための新設校の建設 P３６ 
 施策８ 地域に開かれ、信頼される学校づくりを進めます 

  学校評議員制・学校評価 P３７ 
  学校開放週間 P３７ 

  学校ホームページによる地域への情報提供 P３７ 
  教育に対する信頼を確立するための研修 再掲 

  教職員評価・優良教職員の表彰 再掲 
  学校をサポートする体制の整備 再掲 

 施策９ 豊かな人間性と確かな指導力を持った教員を確保し、養成します 

  教員採用 P３９ 
  なごや教師養成塾 P３９ 
  教員研修 P３９ 
  時代に合った魅力ある授業手法の開発・普及 P４０ 

 授業名人による授業のコツの伝承 P４０ 
  新たな課題に対応した研修 P４０ 
  情報機器活用能力に関する研修 P４０ 
  民間企業等における社会体験研修 P４０ 
  教育に対する信頼を確立するための研修 P４０ 
  指導が不適切な教員への研修 P４０ 
  教員免許状更新講習 P４１ 
  教職員評価・優良教職員の表彰 P４１ 
 

 
施策 10 子どもと向き合う時間を確保し、教育活動の充実を図ります 

学校をサポートする体制の整備 P４２  
 学校現場における外部人材の活用 P４２ 

拡充 
新規 

拡充 

拡充 

拡充 

新規 

新規 

新規 

拡充 

新規 

教育環境の整備と、教員の意欲・資質の向上 
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学校・家庭・地域の連携 

施策 11 親子のふれあいと、家庭の教育力の向上を支援します  

P４３   親学 

P４３   家庭の日普及啓発事業 

P４３   幼児期家庭教育支援事業 

P４３   保護者のＰＴＡ行事等への参加促進 

  情報モラル教育 再掲 

  子ども読書活動 再掲 

施策 12 地域のつながりを大切にし、地域全体で子どもを見守り、育みます  

P４５   子どもを守る活動 

P４５   ＰＴＡ・女性会などとの連携による地域活動の促進 
P４５   私立幼稚園預かり保育補助事業 

P４６   私立幼稚園親と子の育ちの場支援事業 
P４６  あい・あい・あいさつ活動推進事業 

  トワイライトスクール P４６ 
新規 

再掲   幼稚園心の教育推進プラン子育て支援事業 

 
施策 13 教育に関する権限を拡充し、改革を進めます 

教育関連制度の改革・改善 
 

P４７   制度改革に向けての要望 

再掲   少人数教育 

施策 14 保護者負担を軽減するなど、多様な進路選択を支援します  

P４８   高等学校入学準備金事業 

P４８   私立高等学校授業料補助事業 
P４８   私立幼稚園授業料補助事業 

 

施策 15 生涯学習の機会と場を提供し、学ぶ楽しさや意欲を高めます  

 
生涯を通じた学びの支援 

P４９   社会教育施設の接遇向上～明るい！さわやか！～ 

P４９   生涯学習センター・生涯学習推進センターの運営 
P５０   女性会館の運営 

P５０   生涯にわたって読書に親しむ環境の整備 
P５０   見晴台考古資料館の運営 

P５０   博物館・美術館における一般向け教育普及事業 
P５１   博物館・美術館における特別展 

P５１   博物館の機能強化 
P５１   生涯にわたって科学を学び続ける環境の整備 

P５１   美術館・科学館における芸術と科学の杜 

施策 16 学びの成果を社会に生かすことができるよう、支援します  

P５２   なごや学マイスター制度 

P５２   社会教育施設におけるボランティア活動 
再掲   青少年交流プラザ（ユースクエア）における事業推進 

施策 17 名古屋の歴史や文化に根ざした魅力を大切にし、発信します  

P５４   文化財保護事業 

P５４  わくわく文化財普及事業 

  歴史の里の整備 P５５ 
新規 

  見晴台遺跡市民発掘事業 P５５ 

P５５  博物館・美術館における資料収集、保管調査 

  蓬左文庫の運営 P５５ 
拡充 

  秀吉清正記念館の運営 P５６ 

 名古屋教育史の編さん P５６ 

  博物館・美術館における常設展・企画展 

拡充 
再掲 

再掲   なごや学マイスター制度  
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（2） 施策別の事業内容 

 

 

 

  「なごやっ子」としての資質を育む“学び”の提供 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 名 内  容 
現 状 

（22年度） 
目 標 

（26年度） 
所 管 

郷土学習 

小・中学生の郷土についての理解

を深め、愛着を育むため、郷土に関

する学習のきっかけとなる資料を学

校向けホームページで提供します。

名古屋の歴史や

自然、文化につ

いて関心がある

児童の割合 

４５．４％ 

（21 年度） 

 

 

 

５０．０％ 

指導室 

給食で知る なごや
の魅力 

「みんなで食べる！なごや産の

日」の献立、姉妹・友好都市にちな

んだ献立、子どもの日などの特別献

立を実施します。 

また、新たに県内の特産物を取り

入れた献立、身近な郷土料理や名古

屋めしなどの特徴ある「ふるさと献

立」を取り上げ、さまざまな食文化

を紹介することを通して、郷土を心

のよりどころとする気持ちを醸成し

ます。 

「みんなで食べ

る！なごや産の

日」を知ってい

る児童の割合 

５４．３％ 

（21 年度） 

 

 

 

 

８０．0％ 

 

学 校 保 健

課 

    

 
なごや（郷土）が大好きで、なごや（郷土）をもっとよくしたいと思う気

持ちが育まれ世界と未来に目を向けている 
 
【成果指標】 ○なごや（郷土）のことが好きな児童・生徒の割合 
         ―  → ８５％（26 年度） 

       ○環境をよくしようとする取組みを継続的に行った学校の割合 

         ―  → ９０％（26 年度） 

めざす姿 

施策１ 郷土に対する愛着と理解を深め、国際化に対応し、未来

に目を向ける素養を育みます             
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事 業 名 内  容 
現 状 

（22年度） 
目 標 

（26年度） 
所 管 

常設展「尾張の歴史」の運営、お

よび名古屋を中心とする地域の歴

史・文化・人物などに焦点をあてた

企画展を実施します。あわせて、博

物館の魅力を発信します。 

常設展・企画展

を見学した小・

中・特別支援学

校数の割合 

６９．４％ 

（21 年度） 

 

 

 

 

７５．０％ 

 

博物館 

博物館・美術館にお
ける常設展・企画展 

所蔵コレクションを魅力的にわか

りやすく展示・紹介します。また、

特別展との関連を持たせた展示や郷

土作家を紹介する企画展を実施しま

す。 

常設展入場者数 

92,902 人 

（21 年度） 

 

常設展入場者の

満足度 

８０．９％ 

（21 年度） 

 

100,000 人 

（２４～２６年

度平均） 

 

 

８５．０％ 

 

美術館 

英語によるコミュ
ニケーション能力
の育成 

希望する小学校に英語活動・外国

語活動アシスタントを派遣すること

により、１～４年生は英語活動を、

５・６年生は外国語活動を、学級担

任とのティーム・ティーチングによ

り実施します。 

また、すべての中学校と、一部の

高 等 学校 へ外 国 人英 語指 導 助 手

（AET）を派遣することにより、英

語科教員とのティーム・ティーチン

グを実施します。 

「ふだんの生活

の中で、英語を

使ってみたいと

思う」と答えた

児童の割合 

５５％ 

（21 年度） 

 

「６割程度以上

の生徒にコミュ

ニケーション能

力の伸びが見ら

れた」と把握し

ている英語科教

員の割合 

８０％ 

（21 年度） 

 

 

 

 

７０％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９０％ 

指導室 

高校生の海外派遣
事業 

国際的視野の育成と英語コミュニ

ケーション能力の伸長を図るため、

高校生を海外へ派遣し、研修校での

英語学習・授業参加・交流活動、企

業視察、現地産業実習体験、ホーム

ステイ、表敬訪問などを実施します。

派遣生徒の報告

会により、国際

理解に対する意

識が高まった生

徒の割合 

７５．８％ 

（21年度） 

 

 

 

 

 

８０．０％ 

 

指導室 
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事 業 名 内  容 
現 状 

（22年度） 
目 標 

（26年度） 
所 管 

海外演奏家等によ
る音楽鑑賞 

豊かな感性を育むため、地域や世

界で活躍するトップクラスの楽団な

どが学校を訪れ、演奏会を開催し、

児童生徒に生の演奏に触れる機会を

提供します。 

演奏会実施校で

音楽に対する興

味・意欲を高め

たと回答した児

童生徒の割合 

９４．４％ 

 

 

 

 

 

９５．０％ 

指導室 

姉妹友好都市児童
生徒書画展 

世界に目を向けるきっかけとする

ため、姉妹友好都市の作品を展示す

る姉妹友好都市児童生徒書画展を開

催します。また、本市の姉妹友好都

市に児童生徒の作品を送ります。 

小・中学生の観

覧者の外国の作

品に対する関心

の割合 

４０％ 

 

 

 

 

５０％ 

指導室 

環 境 学 習 ウ ィ ー
ク・トライ＆アク
ション 

「環境デーなごや」における小中

特別支援学校の取組みとして、学区

の清掃や花いっぱい運動などの環境

美化活動、外部講師による講演や環

境集会などの環境学習、ビオトープ

や公園などの自然観察などの取組み

を学校の実情に応じて行います。 

継続的な取組み

を行った学校の

割合 

― 

 

 

 

９０％ 

指導室 

エコ・フレンドシッ
プ事業 

子どもたち同士で環境保全につい

て考え発信する「子ども環境会議」

を開催します。また、体験や学習に

よる研修、準備会を通した意見交換

などによりリーダーとしての人材を

育てていきます。 

環境保全への行

動化 

※環境保全に対

する具体的な行

動目標等を示せ

た者の人数の割

合 

― 

 

 

 

 

 

 

９０％ 

指導室 
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  「なごやっ子」としての資質を育む“学び”の提供 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

事 業 名 内  容 
現 状 

（22年度） 
目 標 

（26年度） 
所 管 

基礎学習・発展学習 

児童生徒一人一人の興味・関心や

習熟度などの、個に応じた発展的・

補充的な指導を充実させるために、

目的に応じた非常勤講師などを配置

し、学力向上を図るとともに、学習

に対する意欲を高めます。 

基礎的な学力が
十分定着してい
る児童生徒の割
合 
７４．５％ 

（21 年度） 

 
 
 
７８．０％ 

指導室 

少人数教育 

国の動向を見守りつつ、小学校

１・２年生の３０人学級、中学校１

年生の３５人学級を継続するととも

に、小学校３年生以上で少人数教育

の充実に努めます。 

学習状況、学習

態度等に関する

学校アンケート

（５段階評価）

の平均値 

４．３１ 
（21 年度） 

 

 

 

 

 

４．５０ 

 

指導室、教
職員課 

学力向上支援事業 

教科指導や教育活動などの実践研

究に取組む研究校を支援するととも

に、成果の市内各学校への普及を図

ります。 

基礎的な学力が
十分定着してい
る児童生徒の割
合 
７４．５％ 

（21 年度） 

 
 
 
７８．０％ 

指導室 

 

 

 

国語力向上推進事

業 

子どもたちの国語力を向上させる

ため、読書カードの活用など、読書

活動を推進し、活字に親しむ取組み

を実施します。 

国語の基礎的な
学力が十分定着
している児童の
割合 
７３．９％ 

（21 年度） 

 
 
 
 
７８．６％ 

指導室 
図書館 

 

新規 

 
基礎基本を身に付け、主体的に学力を伸ばしていこうとしている 
 

【成果指標】 基礎的な学力が十分定着している児童・生徒の割合 

       ７４．５％（21 年度） → ７８．０％（26 年度） 

めざす姿 

施策２ 基礎基本を着実に身に付け、個に応じて学力を伸ばすと

ともに、創造性あふれる心を育みます        
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事 業 名 内  容 
現 状 

（22年度） 
目 標 

（26年度） 
所 管 

幼稚園教育指針に

基づく市立幼稚園

づくり 

名古屋市幼稚園教育指針に基づい

た保育の充実・発展や、教師や友達

との信頼関係のもとでのコミュニ

ケーション能力の育成、自然体験や

社会体験など体験活動の充実、小学

校・家庭との連携などにより、子ど

もの育ちや社会の変化に対応した幼

稚園教育の充実を図ります。 

園の指導や教育
活動に満足して
いる保護者の割
合 
８６．０％ 

 
 
 
 
９０．０％ 

指導室 

幼稚園教育のあり

方の研究 

新しいシステムに関する国の動向

を見守りつつ、関係者との連携を図

りながら、幼稚園についての研究を

進めます。 

国の動向をふま

えて研究 

国の動向を

ふまえて研

究 

指導室 

特色ある市立高等
学校づくり 

生徒、保護者にとってより魅力が
あり特色ある市立高等学校につい
て、各学科の充実・発展、中高・高
大連携の推進、地域社会への貢献な
どの検討を進めます。 

学校生活が充実
していると思う
高校生の割合 
７０．４％ 
（21年度） 

 
 指導室 
７５．０％ 

 

再掲 

事 業 名 所 管 

海外演奏家等による音楽鑑賞（施策１：Ｐ１８に掲載） 指導室 

博物館・美術館・科学館における学校教育との連携強化（施策５：Ｐ２８に
掲載） 

博物館 
美術館 
科学館 
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  「なごやっ子」としての資質を育む“学び”の提供 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 名 内  容 
現 状 

（22年度） 
目 標 

（26年度） 
所 管 

人権教育 

学校教育や社会教育の場におい

て、あらゆる差別や偏見をなくし、

いのちの大切さや個性を尊重し、認

め合う心を育てるなどの人権教育を

実施します。また、教職員に対する

人権教育研修を計画的に実施しま

す。 

ホームページなどで人権教育を推

進するための様々な情報を提供しま

す。 

学校教育での実

施 

全校で実施 

 

社会教育施設で

の実施 

各施設で実施 

 

受講者による理

解度・満足度の

効果測定値平均 

（４点満点） 

３．６ 

（21年度） 

 

 

全校で実施 

 

 

 

各施設で実施 

 

 

 

 

 

３．６以上 

 

人権教育

室、指導

室、生涯

学習課、

教育セン

ター 

 

 

 

 

 

夢・チャレンジ支援

事業 

各学校や学校間で連携した生徒会

などを中心に生徒たち自身が企画し

た「夢・チャレンジ」を募集し、高

等学校にも対象を拡充します。 
実施校において

事業に満足した

生徒の割合 

― 

 

 

 
その中から事業目的を達成でき、

実現可能な企画に対して、必要とな

る経費の支援を行い、生徒の手によ

る楽しく充実した学校生活づくりの

一助にします。 

８０％ 

指導室 

     

拡充 

 
互いに個性と尊さを認め合い、社会の一員としての自覚を身に付けている
 
【成果指標】 学校生活において友達を思いやる気持ちを持つことができる子どもの割合

       ８０．９％（21 年度） → ８６．０％（26 年度） 

めざす姿 

施策３ 人権を大切にし、お互いを認め合う心と、社会の一員と

して生きるための規範意識や自覚を育みます      
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事 業 名 内  容 
現 状 

（22年度） 
目 標 

（26年度） 
所 管 

教育祭開催の支援 

名古屋市教育祭実施委員会が主催

する、幼稚園・小中・高等学校の展

覧会や小中・高等学校の音楽会の実

施を支援し、本市の学校教育の努力

目標に基づく教育活動の成果を発表

し合い、教育の向上を目指すと共に、

学校教育に対する市民の理解を得ま

す。 

事業に「満足し

た」（「やや満足

した」は除く）

園児・児童・生

徒・参観者の割

合 

５０％ 

 

 

 

 

 

 

６０％ 

指導室 

ふれあいフレンド

の派遣 

子どもたちのふれあいの輪が広が

るようにするため、小学校の要請に

応じ、子どもたちの気軽な遊び相手

や学習の支援者となる大学生を１校

２～３名「ふれあいフレンド」とし

て派遣します。 

実施校数 

８０校 

（21 年度） 

９０校 指導室 

キャリア教育 

小学校では、地域で行われている

生産や販売の仕事で自分たちの暮ら

しが支えられていることに気付いた

りする学習活動から発展して、様々

な店や会社を訪問したり、物づくり

を体験したりする活動に取組みま

す。 

中学校・高等学校では、働く意義

を理解し、健全な勤労観・職業観の

醸成を図るとともに、社会でのルー

ルやマナーの必要性に気付くことの

できるような職場体験学習やイン

ターンシップ、職業人による講話な

どに取組みます。 

小学校 

会社訪問・社

会見学実施校

の割合 

９３．５％ 

（21 年度） 

 

中学校・高校 

職場体験・イ

ンターンシッ

プ実施校の割

合 

８６．４％ 

（21 年度） 

 

 

 

９５．０％ 

 

 

 

 

 

 

 

９０．０％ 

指導室 

情報モラル教育 

インターネットを利用する機器の

多様化に伴って生じる新たなトラブ

ルを事例に、機器を使用するときの

ルールとマナーを身に付けることが

できるようなコンテンツの開発を継

続します。また、既存コンテンツの

改善を図り、名古屋市独自の情報モ

ラルの学習用サイトを充実させると

ともに、それを活用する情報モラル

教育を推進します。 

情報モラル学習

サイトの運営 

 

情報モラル教育 

実施 

サイトの充

実 

 

 

実施 

教育セン

ター、指

導室 
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事 業 名 内  容 
現 状 

（22年度） 
目 標 

（26年度） 
所 管 

交通安全教育 

尊いいのちを守り、事故防止に役

立つ安全な行動の仕方を身に付け、

将来交通道徳を守る態度を養うた

め、交通安全指導用備品を活用した

参加・体験型の指導の充実を図りま

す。また、黄色い帽子を小学校１年

生に配付し、交通安全意識を持たせ

ます。 

小学校における

参加・体験型の

交通安全指導実

施校数 

２５７校 

 

 

 

 

全校 

指導室 

幼稚園心の教育推

進プラン子育て支

援事業 

園舎・園庭開放、未就園児遊びの

会、子育て相談などの子育て支援事

業を実施するとともに、預かり保育

の拡大を図ります。 

園の子育て支援

事業に満足して

いる保護者の割

合 

７４．３％ 

 

 

 

 

８０．０％ 

 （21 年度） 

指導室 

     

子ども青

少年局青

少年自立

支援室、

青少年交

流プラザ

青少年交流プラザ

（ユースクエア）に

おける事業推進 

青少年交流プラザにおいて、青少

年が意見を表明し社会参画する活動

を支援します。 

実施 実施 

 
 

再掲 

事 業 名 所 管 

私立幼稚園預かり保育補助事業（施策１２：Ｐ４５に掲載） 学事課 

私立幼稚園親と子の育ちの場支援事業（施策１２：Ｐ４６に掲載） 学事課 

あい・あい・あいさつ活動推進事業（施策１２：Ｐ４６に掲載） 生涯学習課、指導室 
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   「なごやっ子」としての資質を育む“学び”の提供 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 名 内  容 
現 状 

（22年度） 
目 標 

（26年度） 
所 管 

 

 

 

 

 

なごやっ子の体力

アップ推進事業 

○体力・運動能力向上のための体力

向上実践校を、募集をもとに指定

し、特色ある体力づくりに取組み

ます。また、その実践事例を体力・

運動能力調査報告書に掲載し全校

に紹介します。 

○体力向上を図るため、「なごやコン

ビネーション体操（仮称）」を作成

し、普及します。 

体力・運動能力

調査における 

５０m 走・立ち

幅とび・ボール

投げなどの記録

を全国平均を 

１００として換

算 

９７．１ 

（21 年度） 

 

 

 

 

 

 

 

全国平均 

１００ 

 

学校保健

課 

 

 

 

 

 

 

 

 

望ましい生活習慣

の育成 

子どもの体力向上支援事業により 

○子どもたちの体力・生活習慣の現

状を把握し、体育・保健・食育の

指導の連携の視点から「望ましい

生活習慣」の必要性を啓発するた

め、保護者（小学３年生、中学１

年生）に対し、「元気いっぱいなご

やっ子通信」を発行し、家庭の協

力を得て望ましい生活習慣の育成

を図ります。 

○小学３年生の保健学習「１日の生

活のしかた」において、「元気いっ

ぱいなごやっ子カード」を活用し、

健康によい生活の仕方を実践する

意欲の向上を図ります。 

朝食の摂取率 

小学5年生 

８８．５% 

中学2年生 

８０．３% 

（21年度） 

 

＜参考＞ 

全国平均 

小学５年生 

９０．２％ 

中学２年生 

８４．２％ 

（21年度） 

全国平均 
学校保健

課 

拡充 

新規 

 
望ましい生活習慣が定着し、健やかな体が育まれている 
 
【成果指標】 子どもの体力・運動能力における平均値（全国値を 100 とした指標） 

       ９７．１（21 年度） → １００（26 年度） 

めざす姿 

施策４ 望ましい生活習慣を身に付けるとともに、生涯にわたっ

て健康に過ごすための心身を育みます        
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事 業 名 内  容 
現 状 

（22年度） 
目 標 

所 管 
（26年度） 

部活動の振興 

部活動の継続や創部が困難な中学

校へ部活動顧問を派遣するととも

に、小中学校へ専門的な技術指導を

行う外部指導者を派遣し、部活動の

振興を図ります。 

スポーツ

振興課、

生涯学習

課 

中学生部活動参

加率 

７２．４％ 

 

 

７５．０％ 

地域における土・日曜日の子ども

たちのスポーツ活動を推進するた

め、地域が主体的に運営する地域

ジュニアスポーツクラブの設立支援

を進めます。 

 設立学区数 地 域 ジ ュ ニ ア ス

ポーツクラブの設

立支援 

スポーツ

振興課 
１８８小学校

区 

１３８小学校区 

（21 年度） 

 

 

再掲 

事 業 名 所 管 

親学（施策１１：Ｐ４３に掲載） 生涯学習課 
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  「なごやっ子」としての資質を育む“学び”の提供 

 

事 業 名 内  容 
現 状 

（22年度） 
目 標 

（26年度） 
所 管 

ト ラ イ ア ル サ タ

デー講座 

各区の生涯学習センターにおい

て、小中学生を主な対象に、地域の

人材などを活用しながら日頃の生活

では体験できないボランティア活

動、自然・環境体験学習などを提供

します。講座修了時には、活動の成

果を発表できるような、連続性のあ

る講座として開催します。 

講 座 に つ い て

「大変満足」と

回答した人の割

合 

８３．７％ 

（21年度） 

 

 

 

 

８５．０％ 

 

生涯学習

課 

子ども読書活動 

子どもが読書を楽しいと感じ、自

ら進んで読書に親しみ、生涯にわた

り読書の習慣が身に付くことを目標

として、子どもの発達段階に応じた

取組みを総合的に推進する「子ども

読書活動推進計画」の展開を図りま

す。 

平成２４年度には第 2 次計画を策

定し、その展開を図ります。 

１ヵ月間に１冊

も 本 を 読 ま な

かった児童生徒

の割合 

 

 

 

 

小学校0.0％ 

中学校18.3％ 

高校 59.9% 

小学校   3.7％ 

中学校 23.3% 

高校  64.9% 

（18 年度） 

 

「第２次子ども

読書活動推進計

画」 

（23 年度） 

（24年度策定） 

 

 

展開 

 

 

生涯学習

課、図書

館、指導室

  

 
未来への夢を抱き、生涯を通じて学び成長し続ける機会や場所が提供され

ている 
 
【成果指標】 博物館・美術館・科学館における子ども向け事業の参加者数 

       １１２，３８９人（21 年度） → １２６，０００人（26 年度） 

めざす姿 

施策５ 夢や目標の実現のために、生涯にわたり、あらゆる機会

と場所で学び続ける意欲と習慣を育みます      
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事 業 名 内  容 
現 状 

（22年度） 
目 標 

（26年度） 
所 管 

主に子どもを対象とした「歴史体

験セミナー」「はくぶつかんのなつま

つり」などの参加体験型事業を実施

するとともに、職場体験・職場訪問

の受け入れを実施します。 

参加者数 

４０,８７８人 

（21 年度） 

 

43,000 人 

 

博物館 

夏期休業中における子どもの鑑賞

を支援し、また、夏期休業中に中学

校美術部の美術館鑑賞を受け入れま

す。 

さらに、「夏休みこどもの美術館」

など子ども向けの美術館鑑賞プログ

ラムの開催や学校と連携した団体受

入れを実施します。 

夏期休業中の子

どもの鑑賞者数 

― 

 

中学校美術部の

鑑賞校数 

― 

 

子ども向け普及

事業参加者数 

７,０８７人 

（21 年度） 

 

学校団体受入れ

校数 

５８校 

（21 年度） 

 

 

5,000 人 

 

 

 

８校 

 

 

 

8,000 人 

 

 

 

 

６０校 

 

美術館 

博物館・美術館・科

学館における子ど

も向け教育普及事

業 

ものづくり工房やプラネタリウム

キッズアワーなど、学校休業日に幼

児や小中学生が科学を楽しみながら

学ぶことができる事業を実施しま

す。 

また、子どもの多様な知的探究心

を満たすよう、ダイナミックで迫力

のある大型展示や親しみやすく五感

に訴える参加体験型展示、サイエン

スショーなどを活用した事業を実施

します。 

キッズアワー観

覧者 

６４,４２４人 

（21 年度） 

 

科学館にまた来

たいと思う子ど

も(中学生以下)

の割合 

― 

 

子ども(中学生

以下)の入館者

数 

３４７,８０７人 

（21 年度） 

 

 

70,000 人 

 

 

 

 

 

 

９０％ 

 

 

 

 

570,000 人 

 

科学館 
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事 業 名 内  容 
現 状 

（22年度） 
目 標 

（26年度） 
所 管 

常設展において、子どもたちが好

奇心を高めて歴史を学ぶことができ

るよう、土器の復元キットや顔が映

る銅鏡など、ものを実感することが

できる体験要素を加えます。 

また、学校との連携事業を実施す

ることで、小中学生の利用促進や生

涯にわたって歴史を学び続ける動機

付けを行います。 

参加者のうち事

業に満足した人

の割合 

― 

 

 

 

８０％ 

博物館 

 豊かな感性と創造性あふれる心を

育むため、教師向け「鑑賞教育研修

会」を開催し、あわせて美術館の利

用促進を図ります。 

 また、学校への鑑賞教材用「アー

トカード」の貸出や学校への「出前

アート体験」を実施します。 

鑑賞教育研修参

加者数 

― 

 

アートカード貸

出件数 

８５件 

（21 年度） 

 

出前アート体験

校数 

８校 

（21 年度） 

 

 

６０人 

 

 

 

１００件 

 

 

 

 

１０校 

 

美術館 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

拡充 

 

博物館・美術館・科

学館における学校

教育との連携強化 

幼稚園から中学校までの団体に応

じた「プラネタリウム学習投影」や

小中学校で職員やボランティアによ

る「出前ものづくり工房」を実施し

ます。 

また、高校生の研究成果発表のた

め「高校生の科学の祭典」を開催す

るとともに、スーパーサイエンスハ

イスクールなど高校生対象事業を支

援します。 

出前ものづくり

工房校数 

１６校 

（21 年度） 

 

科学の祭典参加

チーム数 

― 

 

 

３２校 

 

 

 

 

２５チーム 

科学館 
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  教育環境の整備と、教員の意欲・資質の向上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

事 業 名 内  容 
現 状 

（22年度） 
目 標 

（26年度） 
所 管 

特別支援教育 

特別支援学級の設

置 

障害のある児童生徒と障害のない

児童生徒が互いを正しく理解し、と

もに助け合い、支え合って生きてい

ることを学べる環境づくりを行うた

め、知的障害学級、自閉症・情緒障

害学級の障害種に応じた特別支援学

級の設置を進めます。 

設置 設置 指導室 

 

 

 

 

 

特別支援学校高等

部における就労支

援 

○市立特別支援学校に在籍する就労

支援を必要とする生徒の職業教育

の充実を図るとともに、守山養護

学校に産業科（福祉コース、もの

づくりコース、流通・サービスコー

ス）を設置し、一般就労率向上を

図ります。 

○特別支援学校高等部の就労支援体

制を構築するために、職場実習や

就労先の開拓・確保のため就労支

援コーディネーターと専門性の高

い職業教育を行うための職業指導

講師を派遣します。 

守山養護学校産
業科の一般就労
率 
― 

 
 
 
１００％ 

指導室 

新規 

施策６ 誰もが楽しく通うことのできる学校づくりを進めます 

 
適切なサポートやよりよい教育環境の提供により、誰もが安心して楽しく

学校生活が送れている 
 
【成果指標】 ○社会的自立をするために必要な力を身につけている障害児の割合 

        ５８．５％（21 年度） → ６３．０％（26 年度） 

○児童生徒１，０００人当たりの不登校児童生徒数 

        １０．６人（21 年度） → ９．８人（26 年度） 

       ○日本語指導や生活適応の支援により、学校から十分なサポートを受

けていると感じている保護者の割合 

         ―  → ８０．０％（26 年度） 

めざす姿 
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事 業 名 内  容 
現 状 

（22年度） 
目 標 

（26年度） 
所 管 

特別支援教育のた

めの専門家チーム

の派遣 

特別支援学校を拠点とした教育・

医療・療育機関の専門家で構成する

専門家チームを希望する学校（園）

に派遣し、発達障害の可能性のある

幼児児童生徒の理解や具体的な対応

などについて支援します。 

専門家チーム派

遣による支援に

対する学校の満

足度 

８５％ 

（21 年度） 

 

 

 

１００％ 

指導室 

特別支援教育の教

員研修・教育相談・

就学相談 

受講者による理

解度・満足度の

効果測定値平均 

３．５ 

（21 年度） 

 

現職教育・相談

などへの所員派

遣の実施 

５０回 

 

 

 

３．５以上 

障害のある子どもの理解と支援に

関する研修の充実を図るとともに、

学校や保護者などの要望に応えるた

め、学校からの現職教育・相談など

の要請に応じ、指導主事を派遣しま

す。 

 

 

 

 

 

６０回 

教育セン

ター 

発達障害対応支援

講師の派遣 

学級や教科担任との連携を図りな

がら、授業時間内に別教室で少人数

指導を行ったり、学級や教科担任と

ペアを組んで学習の援助を行ったり

して、学習の援助や補助などの指導

を進めます。 

希望校への発達

障害対応支援講

師の派遣率 

７．５％ 

（21 年度） 

 

 

５０．０％ 

指導室 

  
 

 

発達障害対応支援

員の派遣 

学級や教科担任との連携を図りな

がら、発達障害のある幼児児童生徒

に対する、学校（園）生活全般での

介助などを行います。 

支援員派遣によ

る学校の満足度 

― 

 

希望校への支援

員派遣率 

 

― 

１００％ 

 

 

 

１００％ 

指導室 

発達障害のある児

童生徒への支援 

通常の学級で困難を示す児童生徒

の特徴を把握するため、学校や保護

者からの要望により発達検査を実施

します。その結果を分析し、今後の

支援の方向性を伝え、学校や家庭で

の具体的な支援に生かします。 

通常の学級にお

け る 子 ど も の

「発達検査及び

相談」の回数 

２１０回 

 

 

 

 

２８０回 

教育セン

ター 

学校生活介助アシ

スタントの派遣 

障害のある幼児児童生徒に対し

て、年間を通して保護者などが付添

や介助を行っている場合に、学校生

活介助アシスタントを派遣し、保護

者などの介助の一部を軽減します。

アシスタント派

遣による学校・

保護者の満足度 

９０％ 

（21 年度） 

 

希望校へのアシ

スタント派遣率 

８１％ 

（21 年度） 

 

 

１００％ 

 

 

 

 

１００％ 

指導室 

新規 
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事 業 名 内  容 
現 状 

（22年度） 
目 標 

（26年度） 
所 管 

いじめ・不登校対応 

不登校対応支援講

師等の配置 

○不登校対応支援講師を配置し、「早

期及び定期に家庭訪問ができる体

制の整備」「別室登校児童生徒への

対応」「実態把握と関係機関との連

携」などについての支援を行いま

す。 

○スクールカウンセラーを市内全中

学校に配置し、ブロック内の小中

学校の児童生徒、保護者、教職員

などへのいじめ・不登校等の相談

活動を実施するとともに、教職員

への校内研修を行うなど、相談体

制の充実に努めます。 

不登校児童生徒

の学校復帰率 

３６．４％ 

（21 年度） 

 

３８．０％ 
指導室 

子ども適応相談セ

ンターでの不登校

対応事業 

○臨床心理士や医師など多彩なス

タッフを配置し、不登校児童生

徒・保護者を対象とした専門性の

高い教育相談を実施します。遠く

て通所できない児童生徒、保護者

のために、生涯学習センター（市

内６区）で巡回教育相談（年３回）

を実施します。 

○不登校児童生徒を対象とした適応

指導を実施し、対人関係の改善な

どを図り、学校への復帰につなげ

ます。 

○子ども適応相談センターの機能拡

充について検討します。 

センターに通所

する不登校児童

生徒の学校復帰

率 

４４．３％ 

（21 年度） 

 

 

 

５０．０％ 

指導室、

子ども適

応相談セ

ンター 

ハートフレンドな

ごや での相談事業 

いじめ、不登校、問題行動等、子
どもの養育・教育上のあらゆる問題
の総合相談窓口として、電話・メー
ル・来所・訪問による相談活動を実
施します。 
 臨床心理士や医師など多彩なス
タッフを配置し、専門性の高い相談
活動を行い、問題の解決にあたりま
す。 

電話・メール相

談 

4,700 回 

 

来所相談 

5,000 回 

 

訪問相談 

1,900 回 

（いずれも 19

～ 21 年 度 平

均） 

 

 

5,000 回 

 

 

5,300 回 

 

 

1,900 回 

 

 

 

教育セン

ター 
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事 業 名 内  容 
現 状 

（22年度） 
目 標 

（26年度） 
所 管 

スクールソーシャ

ルワーカー活用事

業（訪問相談） 

ひきこもり的な不登校児童生徒の
家庭を訪問し、遊び・学習・体験な
どの活動を子どもと共に行うことに
より、保護者や子どもとの信頼関係
を築き上げ、子どもの学校復帰・社
会復帰をめざします。 

臨床心理士・社会福祉士等との連
携を図りながら、適切な支援を行い
ます。 

訪問相談を受け

た不登校児童生

徒の学校復帰率 

５０％ 

（19～21 年

度平均） 

 

 

 

５５％ 

 

 

教育セン

ター 

幼小・小中連携の取
組 

幼小・小中学校間の接続を円滑に
し、幼稚園から小学校、小学校から
中学校への入学時における不安の解
消を図るために、「幼小・小中の教
員の交流」「行事の合同開催、交流
参加」「幼児・児童・生徒の交流」
などを進めます。 

小１における不
登校者の割合 
０．０３％ 
 
中１における不
登校者の割合 
０．５８％ 

 
 

０．０２％ 
 
 
 

０．４８％ 

指導室 

 

 

 

旧六反小学校を活

用した不登校対応

の私立中学校の誘

致 

旧六反小学校の校地及び校舎を活用

し、不登校の児童生徒または不登校

を経験した児童生徒に対する教育活

動に関する実績や専門的な技術の蓄

積などを有する学校法人により開

設・運営する私立中学校を誘致し、

不登校問題を抱える子どもが学校に

通い、学ぶことができるよう支援し

ます。 

実施 実施 指導室 

いじめ・問題行動等

防止対策事業 

中学校ブロック単位でいじめ・問

題行動等防止対策連絡会議を設置

し、情報交換や巡回指導などを実施

します。 

幼稚園、小学校、中学校、高等学

校の全児童生徒が相談機関を明記し

たカードを携帯できるようにし、い

つでも相談できる状態をつくりま

す。 

いじめられたり

いじめを見たり

したとき、先生

や、親、友達に

相談することが

できる子どもの

割合 

７２．４％ 

（21 年度） 

 

 

 

 

 

 

８４．０％ 

指導室 

  

新規 
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事 業 名 内  容 
現 状 

（22年度） 
目 標 

所 管 
（26年度） 

多文化共生 

 

 

 

 

 

 

 

○日本語指導を必要とする児童生徒

が在籍する小中学校に、日本語指

導講師を派遣します。 

○中区・港区・緑区など、日本語教

育を必要とする児童生徒の集住地

区に母語学習協力員を増員しま

す。 
 

○５言語（中国語、ハングル、ポル

トガル語、フィリピノ語、スペイ

ン語）以外に対応するための英語

による会話集や保護者向けガイド

ブックを発行します。 

 

 
 日本語指導が必

要な児童生徒の

うち、「日本の学

校になじむこと

ができた」と感

じている児童生

徒の割合 

 
 

 
 

日本語教育が必要

な児童生徒への対

応 

○日本語教育相談センター（教育相

談室「こんにちは なごや」の改

組）にて、翻訳・通訳で学校を支

援することに加え、就学に必要な

情報の提供や学習教材の提供、多

文化共生に関心をもつ学生、地域

ボランティアなどへの協力依頼を

行います。 

 
指導室 

 

 

 

９０％ ８６％ 

○「初期日本語集中教室」と「日本

語通級指導教室」を開設します。

○「栄日本語指導教室」で中国から

の帰国児童や中国籍の児童生徒を

中心に日本語指導をし、学校生活の

適応を図ります。 

笹島小学校・笹島中学校を帰国児

童生徒教育推進校に指定し、それぞ

れの学校に帰国児童生徒教育推進校

講師を、笹島小学校に外国人ボラン

ティアを配置することにより、海外

から帰国した児童生徒に対する日本

語教育や生活習慣の支援、海外で得

た語学力の保持を図る指導を行いま

す。 

帰国後、安心し

て学校生活を送

れていると思う

児童生徒の割合 

 

 
帰国児童生徒教育 指導室 

 
８０％ ９０％ 
（21 年度） 

外国人児童の保護者に対して、外

国版の「入学のご案内」を作成しま

す。また、市立小中学校における就

学援助の案内についても外国語版を

作成します。 

外国語版小学校就

学案内等による就

学支援 

実施 実施 学事課 

（平成２2年度対応言語：英語、中

国語、ハングル、ポルトガル語、フィ

リピノ語、スペイン語） 

拡充 
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事 業 名 内  容 
現 状 

（22年度） 
目 標 

（26年度） 
所 管 

小規模校対策 

 

 

 

 

 

小規模校対策 

「小規模校対策に関する実施計

画」に基づき、平成 28 年度まで 11

学級以下の学級数が継続する見込み

の小学校４４校について、保護者や

地域住民の十分な理解を得ながら、

各学年でクラス替えができる学級数

を確保するための対策を進めます。

計画策定前の対

策実施校 

ほのか小 

（３校統合） 

笹島小 

（２校統合） 

６学年全て

で単学級の

状況が継続

する見込み

の９校につ

いて、対策

実施 

（28 年度） 

施設計画

室 

拡充 
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  教育環境の整備と、教員の意欲・資質の向上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現 状 目 標 
事 業 名 内  容 所 管 

（22年度） （26年度） 

アセットマネジメントの考え方に

基づき、建物の築４０年経過を目途

に構造体の耐久性調査を行います。

この調査結果の状況・程度に応じ

て、改築やリニューアル改修などの

改修を行い、児童生徒が安心して快

適に学ぶ環境を整備します。 

構造体の耐久性

調査の実施 

構造体の耐

久性調査及

び改築・リ

ニューアル

改修などの

実施 

老朽化対策として、建物の屋上や

内外装を一体的に改修する大規模改

造事業を実施し、教育環境の改善を

進めます。 

特に、小中学校では、昭和５５年

度以前に建設され、これまでに大規

模改造事業が実施されていない建物

の早期の改修に努めます。 

大規模改造事業

（第 4 次計画）

の改修済み面積 

4 万８千㎡ 

 

 

 

４０万㎡ 

安心・安全で快適な

教育環境整備のた

めの改築・改修 

「明るいトイレ改修事業」として

暗い、汚いといったイメージのある

トイレを照明器具の取替えや増設、

洋式便器の新増設、天井・壁の塗装

など児童生徒が気持よく利用できる

よう改修を実施します。 

明るいトイレ改

修事業整備率 

（小中学校） 

６１．８％ 

 

 

 

１００％ 

学校整備

課 

施策７ 快適に学ぶことのできる学校づくりを進めます 

 
計画的な維持更新によって、子どもたちに安心・安全で快適な教育環境が

提供されている 
 

【成果指標】 大規模改造事業（第４次計画）の実施 

       ４万８千㎡ 施工完了（22 年度）→４０万㎡ 施工完了（26 年度） 

めざす姿 
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現 状 
事 業 名 内  容 

（22年度） 
目 標 

（26年度） 
所 管 

校庭・園庭の芝生化 

子どもたちの運動や遊びへの動機

付け及びヒートアイランド現象の緩

和を図るため、荷重負担の少ない小

学校校庭（サブグラウンド）・幼稚園

園庭での芝生化を行います。 

校庭・園庭の芝

生化 

小学校１校 

 

 学校整備

課 小学校6校 

幼稚園15園 幼稚園２園 

児童生徒数の将来の見通しをふま

え、３０学級を超える過大規模校の

解消を図るため、用地を確保のうえ、

分離新設校を建設し、学校規模の適

正化を図ります。 

下志段味小学校

の建設 

過大規模校解消の

ための新設校の建

設 実施設計 

２４年度開

校 

学校整備

課、施設

計画室 
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  教育環境の整備と、教員の意欲・資質の向上 

 

 

 

 

 

 

 

 

施策８ 地域に開かれ、信頼される学校づくりを進めます 

 
保護者や地域からの意見が反映された学校づくりが進められている 
 
【成果指標】 学校関係者評価を活かした学校改善の実施率 

        ６５％（20 年度） → ８０％（26 年度） 

めざす姿 

 

現 状 目 標 
事 業 名 内  容 

（22年度） （26年度） 
所 管 

学校評議員制・学校

評価 

地域に開かれ、信頼される学校づ

くりを進めるため、「学校の組織運営

に関する連絡調整会議」を開催し、

学校評議員制の整理・拡充について

検討します。 

また、学校評価の充実を図るため、

各学校が自己評価の継続的な取組み

を行うとともに、保護者や地域の

人々などによる学校関係者評価を行

い、学校運営の改善点などを公表で

きるよう支援します。 

学校関係者評価

を活かした学校

改善の実施率 

６５％ 

（20 年度） 

 

 

 

８０％ 

 

指導室、

教職員課

学校開放週間 

保護者や地域の人々の参加・協力

によって学習や行事に取組み、開か

れた学校づくりを進めます。 

小・中学校の学

校開放週間の実

施状況 

実施 

 

 

 

実施 

指導室 

学校ホームページ

による地域への情

報提供 

学校（園）の状況、教育活動の様

子、学校評価などを学校ホームペー

ジで家庭や地域に発信し、連携を進

めます。 

ホームページを

使った学校評価

の情報提供率 

２０％ 

 

 

 

１００％ 

指導室 
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再掲 

事 業 名 所 管 

教育に対する信頼を確立するための研修（施策９：Ｐ４０に掲載） 教育センター 

教職員評価・優良教職員の表彰（施策９：Ｐ４１に掲載） 教職員課 

学校をサポートする体制の整備（施策１０：Ｐ４２に掲載） 
教職員課、指導室、学

事課、学校保健課 
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  教育環境の整備と、教員の意欲・資質の向上 

 

 

 

事 業 名 内  容 
現 状 

（22年度） 
目 標 

（26年度） 
所 管 

○より多くの受験者を確保し、面接

を重視した採用選考を通して、豊

かな人間性と使命感あふれる教員

を採用します。 

○スポーツ･芸術などの実績、講師の

経験など、豊かな経験を有する人

材の確保を図ります。 

募集人員に対す

る受験者の倍率 

６．３倍 

 

 

６．５倍 

教職員課教員採用 

なごや教師養成塾 

即戦力となる人材を確保するた

め、なごやの教師を目指す大学生な

どを対象に、教育に対する情熱や使

命感、子どもの心を理解し、子ども

の心をつかむ力や組織の一員として

協働する力など、教師として必要な

資質を高める講座を実施します。 

卒塾生配置校の

校長を対象とし

た調査に「塾で

学んだことが学

校で生かされて

いる」と回答し

た割合 

－ 

 

 

 

 

 

 

 

１００％ 

教職員課

教員研修 

各種研修（基本研修、経営研修、

専門研修、長期研修）を通じて、豊

かな人間性と確かな指導力を持った

教職員の育成を図ります。 

受講者による理

解度・満足度の

効果測定値平均

（４点満点） 

基本研修 ３．５ 

経営研修 ３．７ 

専門研修 ３．６ 

長期研修 ３．６ 

（21 年度） 

 

 

 

 

３．５以上 

３．７以上 

３．６以上 

３．６以上 

 

教育セン

ター 

施策９ 豊かな人間性と確かな指導力を持った教員を確保し、養

成します                     

 
豊かな人間性を備え、使命感あふれる教員を確保し、養成できている 
 
【成果指標】 教職員評価アンケートにおいて、「自己目標を明確にし、実践できた」と

回答した教職員の割合 

       ７５％（21 年度） → １００％（26 年度） 

めざす姿 
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事 業 名 内  容 
現 状 

（22年度） 
目 標 

（26年度） 
所 管 

時代に合った魅力

ある授業手法の開

発・普及 

教員向けの「アイデアいっぱい楽

しい授業づくり講座」により、児童

生徒が楽しく学び、基礎基本を身に

付け、自ら学ぶ力をはぐくむための

授業手法の開発・普及を図ります。

受講者による理

解度・満足度の

効果測定値平均

（４点満点） 

３．８ 

 

 

 

 

３．８以上 

教育セン

ター 

 

 

 

授業名人による授

業のコツの伝承 

各教科の「授業名人」が考案した

授業のアイデアや、指導のコツ、す

ぐに授業で活用できる教材などを小

中学校に電子配信し、知的好奇心を

喚起し、分かる・楽しい授業づくり

を支援します。 

授業で活用でき

る教材などの電

子配信 

－ 

 

 

 

実施 

教育セン

ター 

新たな課題に対応し

た研修 

「日本語指導を必要とする児童生

徒指導法講座」を実施し、日本語指

導を必要とする児童生徒を担当する

教員研修の充実を図ります。 

延べ受講終了者

数 

１２７人 

 

受講者による理

解度・満足度の

効果測定値平均 

（４点満点） 

３．５ 

 

 

２８０人 

 

 

 

 

 

３．５以上 

教育セン

ター 

情報機器活用能力

に関する研修 

情報機器を活用した分かりやすい

授業や、効率的な校務処理を行うた

めのＩＣＴ活用能力の向上を図りま

す。 

文部科学省「教

員のＩＣＴ活用

能力調査」のう

ち、全国平均を

上回る項目数 

５項目中２項目 

（21 年度） 

 

 

 

 

 

教育セン

ター 

全項目 

 

 受講者による理

解度・満足度の

効果測定値平均

（４点満点） 

教員（教諭・教頭）を対象に民間

企業などにおける社会体験研修を実

施し、教師としての使命観の向上や、

教育に対する視野の拡大を図りま

す。 

 

教育セン

ター 

 民間企業等におけ

る社会体験研修  

３．７以上 ３．７ 

 （21 年度） 

信頼される学校づくり、コンプラ

イアンス、学校管理や事務処理など

に関する研修を充実させ、教育に対

する信頼の確立を図ります。 

教育に対する信頼

を確立するための

研修 

教育セン

ター 
実施 実施 

指導が不適切と判定された教員

が、児童生徒への指導を適切に行う

ことができるようにするため、該当

者に特別研修及び校内研修を受講さ

せ、指導力の改善・向上を図ります。

 指導力が改善さ

れて学校に復帰

した教員の割合 

教 職 員

課、教育

センター

 指導が不適切な教

員への研修  

１００％ １００％ 

新規 
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現 状 
事 業 名 内  容 

（22年度） 
目 標 

（26年度） 
所 管 

教員免許状更新講

習 

教員免許の更新が必要な教員に対

し、名古屋市立大学と教育センター

とが連携して講習を実施し、先進

的・専門的、かつ実践的な知識・技

能の修得を図ります。 

受講者評価にお

いて「よい」「だ

いたいよい」と

回答する割合 

８７．８％ 

（21 年度） 

 

 

 

 

９０．０％ 

 

教育セン

ター 

教職員評価・優良教

職員の表彰 

○教職員評価の実施により、教職員

の意欲と能力の向上、学校組織の

活性化を図ります。 

○職務の遂行に優れた者や教職員の

名誉を高める善行のあった者など

優良教職員を表彰します。 

教職員評価アン

ケ ー ト に お い

て、「自己目標を

明確にし、実践

できた」と回答

した教職員の割

合 

７５％ 

（21 年度） 

 

 

 

 

 

 

 

１００％ 

 

教職員課
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事 業 名 内  容 
現 状 

（22年度） 
目 標 

（26年度） 
所 管 

 

 

 

  教育環境の整備と、教員の意欲・資質の向上 

 

 

 

学校をサポートす

る体制の整備 

○地域の大人が教員とともに子ども

たちを見守り、教育環境の充実を

図るため、運営サポーター制度を

実施します。 

○校務の効率化を図るために、教員

用コンピューターの効果的な活用

を促進します。 

○教員が児童生徒に指導する時間を

確保するため、児童生徒指導支援

講師を派遣します。 

○学校間連携を基盤とした学校事務

支援センターで学校事務の集約

化、効率化を推進します。 

○学校給食費の公会計化とシステム

化をすすめ、事務の簡略化・効率

化を図ります。 

アンケート調査

で、「子どもとふ

れあう時間が増

えた」と回答し

た教員の割合 

― 

 

 

 

 

 

７０％ 

教職員課

指導室、

学事課、

学校保健

課 

 

 

 

 

学校現場における

外部人材の活用 

 

 

キャリア・マイ

スター（仮称）

を活用して、教

育活動の充実が

図られたと回答

した学校の割合 

人生経験豊富な民間人の優れた知

識経験を教育現場に生かし学校の活

性化を図るために、民間人材（キャ

リア・マイスター（仮称））の登用な

どを行います。 

 

 

 

 

８０％ 

指導室、

教職員課

― 

拡充 

新規 

 
教員の多忙化を軽減し、教員が子どもとふれあう時間が確保できている 
 
【成果指標】 会議の精選や校務の効率化などで生み出された時間 

        ―  → １週間あたり１時間（26 年度） 

めざす姿 

施策 10 子どもと向き合う時間を確保し、教育活動の充実を図

ります                     
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  学校・家庭・地域の連携 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現 状 
事 業 名 内  容 

（22年度） 
目 標 

（26年度） 
所 管 

親学 

家庭の教育力を高めるために、望

ましい生活習慣を身につけるための

「親学アクション」活動を PTA と

連携して広く展開するとともに、「親

学アクション活動コンテスト」を新

たに実施し、優秀な取組みを幅広く

啓発します。 

親学推進協力企

業登録数 

１２３団体 

（21 年度） 

 

「親学アクショ

ン」の取組みを

継続している家

庭の割合 

６１．２％ 

（21 年度） 

 

 

２００団体 

 

 

 

 

 

 

７０．０％ 

また、「親学推進協力企業制度」等

を通じて、「親学」の推進を図ります。

 

生涯学習

課 

家庭の日 普及啓発

事業 

家庭の大切さ、家庭の役割の素晴

らしさについてあらためて考え深め

る「家庭の日」の普及啓発を推進し、

子どもたちの健やかな成長を図る一

助とするための機会として、「家庭の

日」普及啓発事業を実施します。 

家庭の大切さ等

について考え深

めた家庭の割合 

― 

 

 

 

７０．０％ 

生涯学習

課 

幼児期の子どもをもつ保護者を対

象に「家庭教育相談事業」や「子育

てフォーラム」を実施し、家庭教育

を支援します。 

「家庭教育相談

事業」参加者の

満足度 

７３％ 

 

 幼児期家庭教育支

援事業  

８０％ 

生涯学習

課 

保護者のＰＴＡ行

事等への参加促進 

市ＰＴＡ協議会と連携し、新たに、

啓発パンフレットや幼小連携を視野

に入れた懇談会などによって、保護

者のＰＴＡ活動への理解を深め、Ｐ

ＴＡ行事などへの参加を促します。

実施 実施 
生涯学習

課 

施策 11 親子のふれあいと、家庭の教育力の向上を支援します

 
親子のふれあう機会が充実し、家庭の教育力の向上が図られている 
 
【成果指標】 家庭の教育力の低下を感じている市民の割合 

       ５１．１％（21 年度） → ４５．０％（26 年度） 

めざす姿 
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再掲 

事 業 名 所 管 

情報モラル教育（施策３：Ｐ２２に掲載） 教育センター、指導室 

子ども読書活動（施策５：Ｐ２６に掲載） 
生涯学習課、図書館、

指導室 
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  学校・家庭・地域の連携 

 

 

 

 

 

 

内  容 
現 状 

（22年度） 
目 標 

（26年度） 
事 業 名 所 管 

○スクールガードリーダーによる巡

回指導により登下校時の子どもの

安全を確保します。 

子ども安全ボラ

ンティアの登録

者数 

69,446 人 

 ○子ども安全ボランティアと地域の

見守り活動により、不審者から子

どもを見守ります。 

○「なごやっ子あんしんメール」を

活用し、保護者や地域への不審者

情報をメール配信して、子どもの

安全を確保します。 

学校保健

課 

 
子どもを守る活動 

 

80,000 人 

ＰＴＡ・女性会など

との連携による地

域活動の促進 

地域活動の活性化を目的として行

われる、ＰＴＡや女性会の活動の促

進を支援します。 

生涯学習

課 
実施 実施 

私立幼稚園が実施する預かり保育

の振興と、これを受ける保護者負担

の軽減を図るため、預かり保育授業

料の一部及び教育研究費の補助を実

施します。 

 

補助対象園数 

１０１園 

（21年度） 

 

 

 
私立幼稚園預かり

保育補助事業 
１２６園 

（希望する

全園） 

学事課 

    

 
学校・家庭・地域が連携し、子どもの見守り活動の充実が図られている 
 
【成果指標】 ○子ども安全ボランティアの登録数 

        ６９，４４６人（22 年度） → ８０，０００人（26 年度） 

       ○私立幼稚園親と子の育ちの場支援事業補助対象園数 

        １１９園（21 年度） → 補助を希望する全園（26 年度） 

めざす姿 

施策 12 地域のつながりを大切にし、地域全体で子どもを見守

り、育みます                  
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現 状 
（22年度） 

目 標 
事 業 名 内  容 

（26年度） 
所 管 

私立幼稚園が実施する地域子育て

支援事業（園舎・園庭の開放、未就

園児対象の親子教室、子育て相談な

ど）及び幼児教育支援員事業（地域

子育て支援事業、心身障害児教育事

業、満 3 歳児教育事業）などの充実

を図るため、事業に要する経費の一

部を補助します。 

 補助対象園数 

私立幼稚園親と子

の育ちの場支援事

業 

全園 １１９園 

学事課 （補助を希

望 す る 全

園） 

（21年度） 

 

 

 

 

 

あい・あい・あいさ

つ活動推進事業 

あいさつの大切さを再確認すると

ともに、ＰＴＡと連携し、朝のあい

さつ活動をきっかけとしながら、地

域の大人と子どもとのつながりを深

めるあいさつ運動を展開します。 

あい・あい・あ

いさつ活動への

ＰＴＡ参加率 

― 

 

 

 

１００% 

生涯学習

課、指導

室 

新規 

     

放課後などに子どもたちが学年の

異なる友達と自由に遊んだり、学ん

だり、体験活動に参加したり、地域

の大人と交流することなどを通し

て、子どもたちの自主性、社会性、

創造性などを育みます。 

実施 実施 

子ども青

少年局子

ども事業

調整室 

ト ワ イ ラ イ ト ス

クール 

 

 

再掲 

事 業 名 所 管 

幼稚園心の教育推進プラン子育て支援事業（施策３：Ｐ２３に掲載） 指導室 
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  教育関連制度の改革・改善 

 

 
 
 

 

 

 

事 業 名 内  容 
現 状 

施策 13 教育に関する権限を拡充し、改革を進めます     

 
制度改革を目指した取組みを進めている 

めざす姿 

（22年度） 
目 標 

（26年度） 
所 管 

制度改革に向けて

の要望 

本市独自の教育の推進を図るため

に、国に対して、教職員の給与費負

担の移管及び学級編制や教職員定数

などの包括的な権限委譲など、税財

源の移譲を含んだ制度改革の推進を

働きかけます。 

また県へも、制度改革が円滑に進

められるような支援について働きか

けます。 

要望活動 

実施 

 

実施 

指導室、

教職員課

他 

 

 

再掲 

事 業 名 所 管 

少人数教育（施策２：Ｐ１９に記載） 指導室、教職員課 
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  教育関連制度の改革・改善 

 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 名 内  容 
現 状 

（22年度） 
目 標 

（26年度） 
所 管 

高等学校入学準備

金事業 

翌年度に愛知県内の高等学校へ入

学を希望し、一定の所得要件を満た

す市民に対して、入学時に必要な学

資の貸与事業を進めます。 

実施 実施 学事課 

私立高等学校授業

料補助事業 

私立高等学校に通い、愛知県が独

自に実施する私立高等学校授業料軽

減事業の対象とならない方で、市民

税所得割額が一定額未満の世帯に対

して補助を実施します。 

実施 実施 学事課 

私立幼稚園授業料

補助事業 

私立幼稚園に通う幼児の保護者に

対して、所得に応じて授業料などの

補助を実施します。 

実施 実施 学事課 

施策 14 保護者負担を軽減するなど、多様な進路選択を支援し

ます                      

 
保護者負担を軽減することにより、多様な進路選択の機会が提供されてい

る 

めざす姿 
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事 業 名 内  容 

  生涯を通じた学びの支援 

現 状 
（22年度） 

目 標 
（26年度） 

所 管 

社会教育施設の接
遇向上 
～明るい！さわや
か！～ 

接遇研修の実施やアンケート等を
通じたお客様への気づきの向上な
ど、館長が中心となり全職員の意識
改革に取り組みます。 

新たな取組みとして、チェック
シートによる改善や事例の共有を図
り、市民のための社会教育施設とし
て、お客様の満足度を高めます。 

チェックシート
による改善 
― 

 
 
実施 

生涯学習
課、スポ
ーツ振興
課、女性
会館、見
晴台考古
資料館、
博物館、
美術館、
科学館、
図書館 

生涯学習センターの効率的な運営
に努めつつ、現代的課題の講座、講
演会などの実施により市民の広範な
学習要求に応えるとともに、市民の
自主的な学習活動に対し、支援を行
います。 

また、市民の各種活動の場として
施設の貸与を行います。 

主催講座につい
て「大変満足」
と回答した人の
割合 
５５．４％ 
（21年度） 

 
 
 
 
６０．０％ 
 

生涯学習
課 

生 涯 学 習 セ ン
ター・生涯学習推進
センターの運営 

ホームページに
大学講座検索機
能追加 
― 
 
大学・企業・Ｎ
ＰＯとの連携な
ど特色のある講
座の実施 
― 

 
 
 
８大学 
 
 
 
 
 
３講座 

今日的課題や市民の関心の高い内
容・課題について、高等教育機関・
企業・ＮＰＯなどとの連携講座・講
演会を開催するほか、本市社会教育
施設、他の教育機関などが実施する
生涯学習や学習グループ・学習ボラ
ンティアの紹介などの情報を提供し
ます。 

生涯学習
推進セン
ター 

 
多様化する学習ニーズに応え、生涯学習の機会や場所が提供できている 
 
【成果指標】 ○社会教育施設における接遇の利用者満足度 

        ７８．２％（21 年度） → １００％（26 年度） 

       ○図書館における市民 1人当たりの貸出点数 

        ５．１５点（21 年度） → ５．４１点（26 年度） 

めざす姿 

施策 15 生涯学習の機会と場を提供し、学ぶ楽しさや意欲を高

めます                     
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事 業 名 内  容 
現 状 

（22年度） 
目 標 

（26年度） 
所 管 

女性会館の運営 

女性のエンパワーメント・社会的

性別（ジェンダー）の視点で講座・

講演会などの学習機会を提供しま

す。 

また、学習グループによる講座の

開設支援や学習グループ間の交流事

業を開催するなどして女性の学習を

通した仲間づくりを支援します。 

学習機会提供講

座 

１６講座 

（６７回） 

 

講演会等 

１２回 

 

図書の貸出冊数 

4,300 冊 

 

 

１６講座 

（７５回） 

 

 

１２回 

 

 

5,000 冊 

女性会館

生涯にわたって読

書に親しむ環境の

整備 

 

図書館のより効率的・効果的な運

営に努めつつ、子どもから大人まで

読書に取組みやすい環境を整えるた

め、様々な図書館資料を所蔵し、多

様な方法での貸出しなどを行いま

す。 

また、子どもから大人まで、ある

いは親子を対象とした様々な行事・

講座・展示を開催します。 

 さらに、情報活用能力の向上に繋

がる講座などの開催や、インター

ネットを通じた情報発信にも努めま

す。 

図書館における

市民１人当たり

の貸出点数 

５．１５点 

（21 年度） 

 

 

 

５．４１点 

 

図書館 

見晴台考古資料館

の運営 

埋蔵文化財を活用して気軽に歴史

や文化を学ぶ場として、市民に積極

的に周知します。また、地域に大切

にされる資料館をめざし、近隣中学

校写生大会の展示や地元商店街との

連携など地域に根ざした親しみやす

い行事・展示を開催します。 

地域対象事業の

実施回数 

２回 

 

 

５回 

見晴台考

古資料館

一般向けの「はくぶつかん講座」、

「講演会」、「展示説明会」のほか、

大学パートナーシップ事業として、

大学と連携した事業を実施します。

参加者数 

5,８４７人 

（21 年度） 

 

6,000 人 

 

博物館 

博物館・美術館にお

ける一般向け教育

普及事業 美術に関連した知識の普及に努め

るため、一般向けに講演会、解説会、

ギャラリー・トークなど幅広い教育

普及事業を展開します。 

参加者数 

3,750 人 

（21 年度） 

実施回数 

３９回 

（21 年度） 

 

4,000 人 

 

 

４０回 

 

美術館 
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現 状 目 標 
事 業 名 内  容 所 管 

（22年度） （26年度） 

国内外の優れた文化財を紹介する

展覧会を実施し、文化財を保存・活

用する意識を育むとともに、名古屋

の文化の価値を再認識する手がかり

とします。 

入場者数 

117,807 人 

（21 年度） 

 

特別展入場者の

満足度 

― 

 

125,000 人 

（24～26

年度平均） 

 

 

８０．０％ 

博物館 

博物館・美術館にお

ける特別展 

国内外の優れた文化財、美術作品

を広く紹介することにより、幅広い

知識・教養が深まり、さらに国際的

な視野が滋養される特別展を実施し

ます。 

入場者数 

260,110 人 

（21 年度） 

 

特別展入場者の

満足度 

８４．９％ 

（21 年度） 

 

230,000 人 

（24～26

年度平均） 

 

 

８５．０％ 

 

美術館 

博物館の機能強化 

築３０年以上経過し、老朽化が進

んでいる博物館について、新たな市

民のニーズに応え、誰もが行きたく

なる施設を目指し、より魅力ある展

示、多様な歴史学習などができるよ

うに、ソフトとハードの両面から検

討します。 

― 検討 博物館 

生涯にわたって科

学を学び続ける環

境の整備 

子どもが科学に対して楽しみなが

ら興味をもつきっかけとなる教室や

イベントなどを実施するほか、大人

も科学に興味をもつきっかけとなる

よう親子対象事業を実施します。 

また、大人がゆっくりプラネタリ

ウムを楽しめるように毎月 1 回土曜

日の夜間にプラネタリウム投影を実

施します。「話題の科学」コーナーを

設置し、ニュースなどで話題になっ

ているテーマをタイムリーにわかり

やすく解説します。 

プラネタリウム

の満足度 

― 

 

夜間プラネタリ

ウム観覧者数 

1,268 人 

（21 年度） 

 

 

９０％ 

 

 

 

3,600 人 

 

科学館 

美術館・科学館にお

ける芸術と科学の

杜 

市民の豊かな感性や創造力を育む

ため、美術館・科学館が連携し、芸

術や科学に親しまれる場として、白

川公園一帯を「芸術と科学の杜」と

して位置づけ、連携事業を推進しま

す。 

「芸術と科学の

杜」連携事業の

実施 

― 

 

 

 

年１回以上 

美術館 

科学館 
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事 業 名 内  容 
現 状 

（22年度） 
目 標 

（26年度） 
所 管 

なごや学マイスター講座の受講者

などを対象に、学習や活動を記録・

評価・認定する「なごや学マイスター

制度」を実施します。 

また、交流会を実施し、マイスター

制度の活性化を図ります。 

なごや学マイス

ター制度におけ

る活動者数 
な ご や 学 マ イ ス

ター制度 
８００人 

（21年度） 

 

 
生涯学習

課 
 

2,000人 

 

教育サポーターネットワークを介

して生涯学習ボランティアの登録を

働きかけるとともに生涯学習ボラン

ティアの活動実践の場の斡旋紹介を

行うなどして、市民の学びの成果を

社会に生かすことができるしくみづ

くりに努めます。 

 ボランティア活

用件数 
生涯学習

推進セン

ター 

 

６０件 ２５件 

 （21 年度） 

女性が学びの成果を社会に生かす

ため、女性会館で活動しているボラ

ンティアグループと協働して、ボラ

ンティア養成のための講座を開催し

ます。 

また、ボランティアが学びの成果

を生かすことができるよう施設ボラ

ンティアとして活動する場を提供す

るとともに活動を継承するための研

修会を開催します。 

施設ボランティ

ア活動人数 

５４人 

 

 

６０人 

女性会館

社会教育施設にお

けるボランティア

活動 

子どもを対象としたおはなし会や

読み聞かせボランティア、視覚に障

害がある方を対象にした対面読書ボ

ランティアなどを育成・支援します。

おはなし会の実

施回数 

1,6４8 回 

（21 年度） 

 

 

1,820 回 

 

図書館 

 
市民が生涯にわたって、さまざまな学習に取組み、その成果を社会に還元

しながら活動している 
 
【成果指標】 生涯学習の成果を社会に還元している市民の割合 

       １４．５％（21 年度） → ２２．０％（26 年度） 

めざす姿 

施策 16 学びの成果を社会に生かすことができるよう、支援し

ます                      
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事 業 名 内  容 
現 状 

（22年度） 
目 標 

（26年度） 
所 管 

現行の常設展解説ボランティアに

おいて、大人用解説に加え、学校教

育に対応した解説要素を高めます。

また、小学生に昭和４０年代の生

活を教える「むかしのくらしボラン

ティア」、大学生が博物館事業を体験

しながらサポートする「博物館体験

ボランティア」、江戸時代の名古屋を

詳しく説明する「城下町案内ボラン

ティア」など、新たなボランティア

活動の促進を図ります。 

ボランティア活

動延べ人数 

７２０人 

（21 年度） 

 

 

1,400 人 

 

博物館 

常設展ギャラリー・トーク、特別

展ギャラリー・トーク、小中学校な

どの団体入館者の対応、「キッズの

日」のスタッフ活動などをボラン

ティアが実施し、ボランティア活動

の促進を図ります。 

ボランティア活

動延べ人数 

１,２６４人 

（21 年度） 

 

1,300 人 
美術館 

（社会教育施設に

おけるボランティ

ア活動） 

科学館の事業の講師、指導補助を

行うものづくりボランティア、天文

指導者ボランティアに加え、展示の

解説などを行う展示室ボランティア

を新設するなど、科学館におけるボ

ランティア活動をより一層促進しま

す。 

ボランティア活

動延べ人数 

１,３８６人 

（21 年度） 

 

4,600 人 
科学館 

 

 

再掲 

事 業 名 所 管 

青少年交流プラザ（ユースクエア）における事業推進（施策３：Ｐ２３に掲

載） 

子ども青少年局青少年

自立支援室、青少年交

流プラザ 
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事 業 名 
現 状 

（22年度） 
目 標 

（26年度） 
所 管 内  容 

後世に残すべき貴重な文化財を保

護していくため、名古屋市文化財保

護条例の規定により指定された文化

財の所有者などに対して、管理、修

理、復旧、公開その他保存及び活用

に必要な経費の一部を補助します。

また、市内にある遺跡の発掘調査を

進めます。 

文化財保護事業

費補助件数 

７４件 

（21 年度） 

 

市内遺跡の発掘

調査件数 

４件 

（21 年度） 

 

 

７４件 

文化財保護事業 

 

 

 

 

4 件 

文化財保

護室 

 

 

 

 

 

わくわく文化財普

及事業 

○区役所や図書館など、市民利用施

設の空きスペースを利用し、当該

区において発掘された土器を一定

期間展示するなど市民が埋蔵文化

財とふれあう機会を作ります。ま

た図書館との合同企画により、土

器などの埋蔵文化財と図書の展示

や講演会などを開催します。 

埋蔵文化財展示

コーナー設置ま

たは図書館との

合同企画実施区

数 

― 

 

 

 

 

 

文化財保

護室、見

晴台考古

資料館 

全区で実施 
○通常では見ることのできない個人

などが所有する有形文化財を広く

一般に公開します。 

新規 

 
名古屋の歴史や文化が大切にされるとともに、その魅力が広く知られてい

る 
 
【成果指標】 ○博物館、蓬左文庫、秀吉清正記念館、美術館の入場者数 

        １，１４７，９５４ 人（21 年度）  

→ １，２００，０００人（24～26 年度平均） 

めざす姿 

施策 17 名古屋の歴史や文化に根ざした魅力を大切にし、発信

します                    
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事 業 名 内  容 
現 状 

（22年度） 
目 標 

（26年度） 
所 管 

歴史の里の整備 

名古屋の古墳時代の歴史を物語る

貴重な文化財である志段味古墳群の

保存・活用を図るため、「歴史の里」

の整備を実施するとともに、この地

域の古墳群や出土品などに親しむ事

業を展開します。 

守山区上志段味

の古墳群を知っ

ている市民の割

合 

― 

 

 
文化財保

護室 
 

 

７０％ 

 市民発掘参加者

の満足度  

見晴台遺跡市民発

掘事業 

見晴台遺跡市民発掘事業への市民

の参加により、歴史や文化にふれる

発掘体験やその後の土器洗いなどを

通して文化財に親しむ事業を実施し

ます。 

８０％ ― 

 
見晴台考

古資料館
 

 土器洗いなどへ

の市民参加者  

１４０人 １１７人 

購入、寄贈及び寄託により資料を

収集するとともに、館内での展示、

資料貸し出しを始めとした活用を図

ります。また、資料に関する専門的、

技術的な調査研究を行います。 

資料の活用数 

３,088 点 

（21 年度） 

 

３,３00 点 

 

博物館 

 

 

 

 

 

 

 

名古屋で生まれた豊臣秀吉の実像

に近付くために、豊臣秀吉とその一

族が出した古文書の調査研究を進め

ます。 

― 
資料調査・

研究 

博物館 

秀吉清正

記念館 

 

 

 

博物館・美術館にお

ける資料収集、保管

調査 

貴重な作品や資料を収集保管し、

資料に関する専門的、技術的な調査

研究を行います。この調査研究活動

の成果を常設展・企画展などで発表

します。 

 常設展・企画展

の回数     
美術館 

６回 ５回 

 （21 年度） 

古典籍・古文書を保存、収集、整

理、調査し市民に公開するとともに、

徳川美術館の大名道具と蓬左文庫の

蔵書を展示し、近世武家文化をわか

りやすく紹介します。 

総入館者数 

蓬左文庫の運営 236,432 人 250,000 人 蓬左文庫

（21 年度） 閲覧事業では、市民の生涯学習か

ら専門研究者の調査研究、大学の授

業との連携など幅広い学習の場を提

供します。 

拡充 
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現 状 目 標 
事 業 名 内  容 所 管 

（22年度） （26年度） 

常設展で豊臣秀吉・加藤清正とそ

の時代に関する資料の展示などを行

うほか、秋の特別陳列、パネル展示、

夏休み特集展示、夏休み小中学生向

け事業などを行います。 

総入館者数 
秀吉清正記念館の

運営 

秀吉清正

記念館 
47,744 人 50,000 人 

（21 年度） 
また、中村区に残る秀吉・清正の

史跡を巡り、楽しみながら歴史に親

しむ場を提供します。 

 

 

 

名古屋教育史の編

さん 

名古屋市民としての誇りと本市へ

の愛着を育むため、学制頒布以来の

名古屋の教育の歩みをまとめた「名

古屋教育史」を編さん・発刊します。

写真集の発刊 
教育史の編

さん・発刊 

教育セン

ター 

拡充 

 

再掲 

事 業 名 所 管 

博物館 
博物館・美術館における常設展・企画展（施策１：Ｐ１７に掲載） 

美術館 

なごや学マイスター制度（施策１６：Ｐ５２に掲載） 生涯学習課 
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